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社民・護憲ネット会派の県議団の皆さん一行、計８名が来所・視察されました。 

 

 
 

来所視察記念の集合撮影。 
「ハイ、キムチ！」でニッコリ。 

 
 



 
 

ヒメジャコの親貝や稚貝を観察。 
 

ヒメジャコは成長が遅いですが、 
美しい海と太陽のエネルギーで育まれるエコな貝で、 
観光の島、沖縄のイメージにピッタリの海の動物です。 

 
ヒメジャコの埋め込み放流は、沿岸の浅瀬の景観形成に貢献でます。 

また、ヒメジャコが生息する美しい景観は観光資源にもなりますし、 
沖縄特有の食材としても価値のある貝です。 

 
 



 
マダイ一歳魚の生簀で給餌体験。 

餌に集まる魚に歓声が！ 
 
 

 
 

世界最大のハタの一種、タマカイの生簀で。 
この生簀のタマカイは最大50kgですが、 

文献では最大400kgに達するとされています。 
 
 



 
 

ハマフエフキ（タマン）の親魚水槽で。 
来月から卵を産ませて、種苗生産を開始します。 

 
 

 
 

S型ワムシの培養水槽で。皆さんそろって撮影。 
ビーカーの中の小さなワムシ（0.2mmほど）を肉眼で観察して頂きました。 

 
 



 
 

ヤイトハタ親魚水槽で。 
その大きさに驚いておられました。 

 
 

 
 

シラヒゲウニの餌のオゴノリの培養水槽（右）で。 
培養中のオゴノリをちょっと試食。 

 
 



 
 

ウニの中間育成水槽で。 
やはり、餌の陸草についての質問がありました。 

 
 
 

日程の都合で、１時間弱のやや駆け足の視察でした。 
 

当センターの業務内容をご理解頂けたでしょうか。 
 

次回は、ごゆっくりお越し下さい。 
 

来所、ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 


